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２０２３年 １月 

                      一般社団法人 日本構造物診断技術協会

第２２回構造物診断士認定試験のご案内

2023 年の認定試験は新型コロナウイルス感染防止のため、次の（１）～（８）の措置をと
った上で試験を実施します。ご理解とご協力をお願いします。なお、状況の変化により措置

を変更させていただく場合がありますので、ご了承いただきますようお願いします。 

（１）試験会場に備えてある消毒用スプレーで手指を消毒してください。 

（２）試験中はマスクを装着し、咳エチケットを守ってください。 

（３）咳、発熱などの症状がある場合は、受験するかどうか慎重にご判断ください。 

（４）試験官から口頭で健康状態を確認させていただく場合がありますが、その場合はご協 

力をお願いします。 

（５）試験中に体調の変化を感じられた場合は、無理をせず早めにお申し出ください。 

（６）試験座席は基本的に１机に１椅子（＝１受験者）とします。 

（７）試験会場にゴミ箱がありませんので、ゴミ等は各自でお持ち帰りください。 

（８）万一、保健所等から要請があった場合、受験者名簿を提出することをご了承ください。 

１．構造物診断士制度について

わが国における土木構造物、とりわけ道路構造物においては建設後 50 年を経過する橋
梁が、今後、急速に増加し、その老朽化対策の確立が急がれています。

当協会は 1987 年に任意団体として設立以来、土木構造物の維持管理技術の開発と向上
に着目し、「より的確な診断で、適切な補修・補強材料と工法を用いる補修・補強工法」を

合言葉に、調査、診断、補修・補強工法、補修・補強材料等に関する技術の研究開発に取

り組んでまいりました。

特に、今後重要になる構造物の長寿命化技術の開発には、豊富な経験に基づいて習得し

た知識に裏付けられた実務型技術者が不可欠です。

当協会が実施する構造物診断士認定試験は、現在土木構造物に起きている諸問題、今後

予想される問題も含め、鋼構造分野あるいはコンクリート構造分野を限定することなく適

切に対応できる実務型技術者を評価・認定する資格制度です。

このように当協会の構造物診断士は建設材料を限定しない資格であるため、その技術力

は業界からも高く評価されております。

  一級構造物診断士、二級構造物診断士の試験で鋼分野とコンクリート分野の両方で資格

を取得できるのが特徴であり、国土交通省の「公共工事に関する調査及び設計等の品質確

保に資する技術者名簿」に登録されましたので、この登録においても構造物診断士は鋼橋

とコンクリート橋の両方で活用することができます。
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２．構造物診断士制度の概要

  一級構造物診断士は、土木構造物の維持管理、経年劣化、耐久性等に関する点検、調査、

診断および診断結果に基づく補修・補強・改修等の計画、設計、施工計画、施工ならびに

施工管理を実施・指導する総合的技術を有する技術者へ付与されるものです。 

二級構造物診断士は、維持管理計画に基づき、土木構造物の経年劣化、耐久性等に関す

る点検・調査業務を実施し、事後の診断、補修・補強・改修等の計画、設計等に必要な情

報を的確に示せる技術を有する技術者へ付与されるものです。 

  一級、二級構造物診断士いずれも技術士やコンクリート診断士などの資格を保有してい

る方、または土木分野における鋼構造物あるいはコンクリート構造物に関する維持管理業

務の実務経験がある方に当協会が実施する認定試験を受験していただき、一級あるいは二

級構造物診断士として相応しい技術、経験および知識を有していると判定された技術者が、

試験合格後、構造物診断士名簿に登録申請をした場合に有資格者として認定されます。

３．一級・二級受験資格

  構造物診断士の受験資格を別表（7～8 頁）に示します。

４．試験日程

５．受験申請

５－１．受験申請書

受験申請書は申請期間内（最終日の消印有効）に当協会事務局あて郵送してください。

また、郵送する封筒には「受験申請書在中」と朱書きしてください。

一級、二級とも下記の（１）から（４）を提出して下さい。

（１）から（３）はホームページから入手してください。

 （１）受験申請書〔申請前 3 ヶ月以内に脱帽のうえ正面から撮影した胸から上の写真（縦
4.5cm×横 3.5cm で顔の部分の縦の長さが 3.0cm 程度あるもの）、裏面に氏名を記
入し申請書に貼付け、カラー写真〕

 （２）業務経歴書（その 1）
 （３）業務経歴書（その 2）（一級用と二級用がありますので注意してください）
 （４）受験料振込み控え書や振込み利用明細書などのコピー

締切日を過ぎた受験申請および宅配便での受験申請は受理されませんので気を付けてくだ

さい。会社単位で複数の方が受験される場合、受験料をまとめて振込みいただいても結構

です。その場合、振込み控え書や振込み利用明細書などのコピーに受験者氏名を記入し、

受験する資格 一級構造物診断士 二級構造物診断士

受験申請期間 2023 年 2 月 1 日（水）～2023 年 4 月 14 日（金）
筆記試験日  2023 年 6 月 4 日（日）
面接試験日  2023 年 7 月 9 日（日） 面接なし

最終合格発表 2023 年 8 月中～下旬の予定
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受験者ごとに申請書に添付してください。

５－２．受験申請書の作成要領、注意点

①受験申請書は記入例を参照し、全項目を楷書で正確に記入してください。記入は自筆ま

たはホームページからダウンロードしたものに PC 入力して印刷したものでも結構です。
年号は西暦で記入してください。

 ②記入例に○印のある項目は、例年記入漏れが多い箇所ですので気を付けてください。

 ③受験者への案内は自宅宛てに行うことを原則といたしますが、自宅へ連絡が取れない場

合のことを考慮して勤務先の連絡先も含め、全ての項目を記入願います。

  また、緊急の連絡を要する場合にメールを使用することもありますので、自宅にメール

アドレスをお持ちの方は、勤務先のメールアドレスとともに記入をお願いします。

 ④受験申請書の職歴欄は、最新のものを上から順に記入してください。

 ⑤業務経歴書（その 1）は実務経験年数の条件が満たされれば、記入欄の全ての行に記入
する必要はありません。ただし、経験年数の累計を満たすために記入欄が不足する方は、

業務経歴書（その 1）をコピーして記入して下さい。 
 ⑥業務経歴が短期間の場合は、その業務が関連する工事物件の全工事期間を記入していた

だいて結構です。

 ⑦業務経歴書（その 1）の「業務名」「内容と立場」は記入範囲内へ簡潔に記述してくださ
い。「業務名」は工事や業務の件名で結構です。特に立場（業務の担当職務）は明確に記

述してください。

 ⑧業務経歴書（その 1）の証明者は、所属長の署名を受けてください。転職などで不明の
場合は現職の所属長に依頼してください。経営者や代表者の方で所属長に該当する方が

いない場合にはご自身で署名してください。

⑨業務経歴書（その 2）は、業務経歴書（その 1）に記入した経歴の中で維持管理業務と
して代表すると思われる業務 1 件について 400 字以内で記述してください。

  技術士などの有資格者は実務経験年数を問いませんが、直近の２～３年の業務経歴書（そ

の 1）およびその中から 1 件を業務経歴書（その 2）に記入してください。
 ⑩申請書の作成は誤記や記入漏れ等がないよう注意してください。

  また、申請書送付の際も必要書類の同封漏れがないよう注意してください。

  記入漏れ、送付不備などがあった場合は連絡いたします。

５－３．受 験 料

一級構造物診断士  28,000 円（テキスト※込み）（面接含む）

     二級構造物診断士 25,000 円（テキスト※込み）

   テキスト※「土木構造物の診断の手引き」が不要の場合は

     一級構造物診断士  15,000 円（テキスト※不要）（面接含む）

     二級構造物診断士    12,000 円（テキスト※不要）

※テキスト「土木構造物の診断の手引き」について

    １）筆記試験問題は、当協会が編集したテキスト「土木構造物診断の手引き」から
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出題されます。（テキストの最新版は 2020 年１月版です）
     ２）テキストはテキスト講習会（１０．テキスト講習会を参照）で使用するものと

同じですので重複しないように注意してください。

受験料を下記の協会口座へ振込みいただき、受験料振込み控え書や振込み利用明細書

などのコピーを受験申請書に添付してください。

当方の領収書は、受験料振込み控え書や振込み利用明細書をもって代えさせていただ

きます。また、一旦納付された受講費は返却できませんのでご了承願います。

５－４．受験票の送付、テキストの送付

  受験申請が受理されますと、申請者へは受験票を 2023 年 5 月中旬頃から自宅に送付い
たします。5 月下旬になっても到着しない場合は事務局にお問い合わせください。
なお、受験票は合格したあとの構造物診断士登録申請時に必要な書類です。試験終了後

も紛失しないよう大切に保管してください。

  テキストは受験申請書が事務局に届き次第、自宅に発送いたします。

６．筆記試験

 １）日  程 2023 年 6 月 4 日（日）
   会  場 次の 5 会場から希望する 1 会場を選択してください。

■仙台：ショーケー本館ビル（仙台市青葉区五橋 2-11-1）
■福島：郡山商工会議所（郡山市清水台 1-3-8）
■東京：飯田橋レインボービル（東京都新宿区市谷船河原町 11）
■大阪：大阪商工会議所（大阪市中央区本町橋 2-8）
■福岡：福岡商工会議所（福岡市博多区博多駅前 2-9-28）

 ２）出題問題

基本的に試験問題はテキスト「土木構造物の診断の手引き」から出題されます。一級

構造物診断士の筆記試験では、土木構造物の点検・調査ならびにその計画・実施に関す

る知識、診断および診断結果に基づく補修・補強・改修の設計・施工等に対応できる総

合的な技術力と関連する実務経験を有することを問う問題が出題されます。

二級構造物診断士の筆記試験では、土木構造物の点検・調査ならびにその計画・実施

に関する知識と実施能力および関連する実務経験を有することを問う問題が出題され

ます。

以上に関する問題が次のように出題されます。

振込み先  三菱 UFJ 銀行 新宿新都心支店 普通口座００５８６５９ 
      口 座 名     「一般社団法人 日本構造物診断技術協会」 

      ※振込み手数料は申込者にてご負担下さるようお願いいたします。 
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■択一式問題（四肢択一問題）

  一級構造物診断士は 25 問
  二級構造物診断士は 25 問
■複合式問題（四肢択一のうえ、選択した理由を 100 字以内で記述する問題）

一級構造物診断士は 10 問
  二級構造物診断士は 10 問
■記述式問題

一級構造物診断士のみ 1 問（2 問中 1 問選択して解答）

なお、テキスト講習会では試験対策として「演習問題」を実施いたしますので、

１０．テキスト講習会のところを参照し、受講されることをおすすめします。

３）筆記試験日のスケジュール（予定）

13 時 00 分～ … 受付、入室開始
13 時 45 分～ … 注意事項説明
14 時 00 分～17 時 30 分※ … 筆記試験

※二級構造物診断士は 16 時 30 分までを予定

４）筆記試験当日の持参物

① 受験票

② 筆記用具（鉛筆もしくはシャープペン、消しゴム）

③ 電卓（四則演算機能程度のもの）

 （試験会場ではスマートフォン、携帯電話等の電源を切って鞄にしまってください）

７．面接試験

一級構造物診断士の筆記試験合格者に面接を実施します。

   日  時  2023 年 7 月 9 日（日）9：30※～16：00※（予定）
   会  場  東京都内

     ※面接時間は、「面接通知」の書面で受験者毎に時間を指定します

８．合格発表

一級、二級とも最終合・否結果は書面にて 2023 年 8 月中～下旬頃に通知します。

９．構造物診断士名簿への登録申請

  認定資格は、最終合格者で所定の期間に構造物診断士名簿への登録を申請した者に対し、

認定証と登録証を交付して付与されます。構造物診断士名簿の登録料は 5,000 円です。
認定試験合格者の登録申請期間は 2022 年 9 月上旬からを予定しています。

 登録申請書は合格通知とともに送付します。

  また、構造物診断士名簿の登録を申請する者は構造物診断士会への入会が必要です。
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名簿への登録申請と同時に入会手続きを行っていただきます。構造物診断士会の会費は

4 年間で 5,000 円です。
登録申請料と診断士会会費の合計 10,000 円を同時に振込んでください。

 なお、名簿に登録された認定者の登録有効期間は 4 年間です。登録を継続するためには
4 年毎に登録更新が必要になります。また、協会では資格者の知識・技術の維持向上のた
めの継続教育制度を設けており、登録更新のためには登録有効期間中（4 年間）に当協会
が主催する研修会などを受講し、4 年間で 4 単位以上を取得していなければなりません。 
研修会の開催およびその単位数は、都度協会ホームページなどで案内します。

１０．テキスト講習会

  構造物診断士認定試験では、受験の前提として受講を義務付けた講習会は実施しません

が、筆記試験問題の出題元となるテキスト「土木構造物診断の手引き」を解説する講習会

を開催いたします。テキストは 2020 年 1 月版が最新です。
また、講義内に「演習問題」を実施しますので、受験される方は試験対策のために受講

をおすすめします。

  日  時  2023 年 4 月 6 日（木） 9：00～17：00（予定）
  会  場  川口駅前市民ホール「フレンディア」（JR 川口駅前）
  講習内容  当協会ホームページの講習会案内を参照ください。

    協会ホームページ http://www.nsi-ta.jp
 以 上

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
  お問い合わせは、事務局に E メールにてお願いします。
   一般社団法人 日本構造物診断技術協会 事務局

    住所 〒160-0023 東京都新宿区西新宿 6-2-3 新宿アイランドアネックス 307 号室

E メール nsi@isis.ocn.ne.jp
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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別表 構造物診断士の受験資格

受験

する

資格

保有している資格

または学歴

実務経験年数 試 験

指定学科

卒業後

指定学科以外

卒業後
筆 記 面 接

一

級

構

造

物

診

断

士

技術士

コンクリート診断士

土木鋼構造診断士

コンクリート構造診断士

一級建築士

二級構造物診断士

※上記いずれかを保有

― ―

○ ○
大学、大学院 4 年以上 5 年以上

短期大学、高等専門学校

専修学校（2 年制以上） 6 年以上 7 年以上

高等学校 8 年以上 9 年以上

上記以外 10 年以上

受験

する

資格

保有している資格

または学歴

実務経験年数 試 験

指定学科

卒業後

指定学科以外

卒業後
筆 記 面 接

二

級

構

造

物

診

断

士

技術士

コンクリート診断士

土木鋼構造診断士

コンクリート構造診断士

一級建築士

コンクリート主任技士

コンクリート技士

１級土木施工管理技士

※上記いずれかを保有

― ―

○ ―

大学、大学院 2 年以上 3 年以上

短期大学、高等専門学校

専修学校（2 年制以上） 3 年以上 4 年以上

高等学校 4 年以上 5 年以上

上記以外 6 年以上
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（注意）

「指定学科」とは、土木・建築系の学科とします。

「実務経験」とは、土木構造物の維持管理、経年劣化、耐久性、補修・補強・改修等に関わ

る業務において、技術者（補助者を含む）として直接関わった点検、調査、診断、計画、設

計、施工、施工管理等のいずれかの職務経験をいいます。

なお、建設現場での単なる雑務や単純な労務作業、事務系の仕事に関する経験は該当しませ

ん。また、実務経験年数は筆記試験前日までで計算してよいものとします。

大学院で鋼構造、コンクリート構造またはプレストレストコンクリート構造に関する研究を

行った方は，その期間を実務経験とみなしてよいものとします。


